
　（別紙４（２）） 事業所名 グループホーム　ひらばり

目標達成計画 作成日：　平成28年12月20日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 19

ご家族との交流の機会を増やし、信頼関係を深め
ていきたい。

・ご家族個々への対応を強化したい。
・ご家族とスタッフとの信頼関係が深いものに
なる。
・秋の一泊旅行にご家族参加率50％にした
い。

・ご家族来所時には積極的に入居者様の最近のエピソードを
写真などを交えてお伝えする。（カンファレンスにて、写真や
観察メモをお見せしている。）
・入居者様特変時には、必ず電話報告しＤｒ指示等対応につ
いて共有し安心して頂く。普段の様子も踏まえて、来所時に
コミュニケーションを図る。

１２ヶ月

2 2

地域とのかかわりを深めていきたい。誰もが気軽
に来れる環境を作る。

・地域のボランティアさんとの交流イベントを半年に
1回実施する。（施設方針として提示）
・地域の子育て支援サークル「スマイリングキッズ」
との交流の機会を作り合同レクを企画実施する。

・半年に1回、小規模多機能のボランティアさんに声をかけ企
画実施の依頼を行う。（8月にフラダンスレク実施済み）
・お互いの窓口を設け、担当スタッフを通し、企画を進め、合
同で季節に合わせたレクを実施する。 １２ヶ月

3 48

１、２階の交流を増やしたい。 ・１ヵ月に１度の外食の機会を設ける。
・１、２階合同のおやつを行う。
・１、２階の行ききが増え、他の入居者様・スタッフと
交流を図り、互いのフロアを思いやれることができ
る。

・「誕生日」や「敬老の日」と決めて、１、・２階の入居者様合同
でのおやつ会を1か月に1回開催する。
・「おつかい」として、１階から２階へ、２階から１階へと入居者
様を介しての交流や、一緒に散歩や買い物に行く等、同じフ
ロアだけでは難しいことでも、互いのフロアの強みを生かし、
実践に移す事ができる。

12ヶ月

4

5

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


